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つい硬めの文章になりがちなので、少しプライベートなことも交えます。 

現在、小学 5 年生の男の子の父親でもあり、彼が中学受験をするということを自分から言い出したので、経済

的にはかなり厳しいのですが、我が家では受験を全面的にバックアップしていこうという感じになっています。

ただ、当人はポケモンに夢中で、ポケモンが出来る事を条件に勉強をしているような感じではあります。 

ちなみに趣味はキャンプや山登りなどアウトドア系のことが好きですが、あまり行けないので芸人のヒロシの

キャンプ動画などを見て気を紛らわしています。 
 

昔の記憶を辿りながら、この二ヶ月間、何とかこの生活創造空間にし、エヌ・クラップの業務に勤しんで参り

ましたが、昔と変わったこと、変わっていないこと、変わって欲しくないのに変わってしまったこと等もありま

した。大切なものまで変わっていってしまうような、何か大きな時代の流れも感じる昨今であり、世界経済で 

２０２０年代は VUCA（変動・不確実・複雑・曖昧）と表現されるそうです。 
 

そんな時代ではありますが、社会福祉という仕事をしている以上、変わってはいけないことはあるはずです。 

そんなことを意識しながら、良い方向に“変動”していければと思っています。 

とりあえず私は、健康のためにも痩せます！ 
 

生活創造空間にし 副館長 兼 エヌ･クラップ 所長 

佐瀬 界平 

第 43号 2020年 1月 20日発行 

本号では、当所の新しい副館長に 

なられた「佐瀬 界平さん」に 

よる挨拶からお送りします。 

その他、コンサート邂逅、 

クリスマスコンサートのレポートや、 

にし研修報告、そしてお馴染み 

「もやもや日記」もお楽しみに！ 

今年も「広報誌にし」のご一読を 

頂けましたら、幸いと存じます。 

新年あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。 

と、挨拶をさせては頂きましたが、わたくし佐瀬がこのエヌ・クラップの所長に着任したのが 

昨年２０１９年１１月ですので、はじめましての方が多いのかもしれません。 

ですので、この紙面を借りて、少し自己紹介をさせて頂ければと思います。 

 

私、佐瀬 界平は社会福祉法人 県央福祉会に２００８年に入社して最初の 1 年間は 

藤沢市にある事業所の小さな分場でパン作りを行いながら支援員をしておりました。 

その前は飲食業で調理の仕事をしていたので、ここからが福祉業界の経歴になります。 

翌年の２００９年４月からエヌ・クラップの立ち上げメンバーとして異動となり、 

そこから５年間製パン室担当として勤務しました。 

その後、法人内の他事業所で所長業務を経験し、約６年ぶりにエヌ・クラップに戻ってきました。 
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第３回『障がいのある方の「働く」を考える』  
令和元年 １０月１７日（木）１８時～２０時  参加者…３２名 
今年度３回目のにし生活創造空間にし研修は１０月１７日（木）に行いました。 
横浜市中部就労支援センターの芝野センター長をお招きし、障がい者雇用の仕組み

から、そもそも私たちも何のために働いているのかという原点に返って見つめ直し、
講義とグループワークの２本立ての研修となりました。参加者も３０名以上と、 
沢山の方々にご参加頂きました。実際にご参加いただいた皆様からの感想として 
 

・ 障がいを持っている方が働くことについて特別なことなのかという問いかけに 

関しては、仕事を続けていくうえでも忘れてはいけない感覚であると思った。 

・ 障がい当事者の方が働くことで抱く思いと私たちのそれには大して変わりがないということを 

改めて知ることができました。 

・ 就業先での配慮が足りない、接し方がわからないことは、生活の中で障がい者に接する機会が 

極めて少ないからであると強く感じました。 

・ 行きつ戻りつで、常にいい感じの自分でいることは難しいです。 

・ コミュニケーション力は障がい者にばかり求められるが、職場の方のコミュニケーション力も 

同時に問われているのではないでしょうか。 

・ 障がい者の養護学校卒業後の進路の選択の幅が極めて少ないことを改めて感じました。 

大学や専門学校などフラフラできる時間も必要だと感じます。 

・ 共生社会の実現、労働力の確保、生産性の向上・・・まさしく敢えて言葉にしなくてもよい社会に 

なればよいと思いました。 
 

 ここには載せきれませんでしたが、様々なご意見、ご感想を頂きました。障がいのある方の働く事は、 
たくさんの配慮が必要で、特別な何かを必要とされるのではないかという考えを持たれていることも 
多く感じます。今回の研修で皆様も感じられたように、障がいの有無によって働く意義や動機は 
大きな違いはなく、むしろどのように接したらよいか分からない、接する機会が少ないことにより 
社会がハードルを著しく上げてしまっている面も多分にあることを考えさせられたように思います。 
いい感じの自分でいるために、多様性とは何か、改めて考えさせられる機会になったのではないかと 
感じます。 

第１回 西区四志会研修『生きづらさを打破するために』  

令和元年 １１月２０日（水）１７時３０分～１９時  参加者…８９名 
 

西区の精神保健福祉を考える支援者(西区四志会)主催により、藤田 孝典氏（NPO 法人ほっとプラス）をお招きし、 

「生きづらさ」を打破するために”をテーマに研修が開催された。 

前半は藤田氏によるホームレスや貧困率、ひきこもりや労働環境について、その問題や精神疾患との関連をデータと共に

直接支援の中で見えてきた現状についての話があり、後半では加藤 伸輔氏(ピアサポート在)の進行のもと、武田 容子氏

(民生委員)、渡辺 幹夫氏(ガッツびーと西)を交えシンポジウム形式で地域の現状と合わせながら話しが進められた。そこ

では障害が生きづらさに繋がることもあれば、生きづらい社会が障害を生んでいるという側面もあり、個人の問題として捉

えるのではなく社会全体の問題としてみんなで考えていくことの大切さについて言及されていた。私達支援者は対象者と直

接関わり病状の安定と共に個人の個性や強みを活かしながら、より良い生活や豊かな人生に向けて支援を行う。そこでは対

象者を取り巻く社会などの環境因子を考えていくが、対象者と直接関わる支援者は既存の制度や社会を適用するに留まり社

会を変えていく働きかけをすることは少ないのが現状であろう。問題が大きく表面化した際に国は対策を講じるが、その下

には表面化していないが個人にとっては生きづらさとなっている課題が沢山あり私達はそれらに直面することがある。その

要因は現在の社会だけでなく、生まれてから現在に至るまでの家庭から教育・職場においての人的環境や社会の影響も考え

られる。支援者はそれを社会に反映できる可能性を持っているのだが方法が明確ではない。自分がまず出来ることは何かを

考えた時、対象者の生きづらさに直面した際に「感じた事」「考えた事」を自分の中で明確にしながらどんな社会が良いの

かを考え、それを誰かと語らい表出していくことではではないかと思う。 

自分が出来ることから少しずつでも生きづらさの少ない社会を作っていきたい。共生社会の実現、労働力の確保、生産性

の向上・・・まさしく敢えて言葉にしなくてもよい社会になればよいと思いました。 

（就労継続支援 B 型 NEXT STAGE 加藤 祐） 

  

にし 
研修 
報告 

村田 雄一 

西区四志会研修報告 
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男 もや田 の もやもや日記 
     

 
新年あけましておめでとうございます。 
２０２０年も宜しくお願いいたします。 

今回は、他の人がモヤモヤした事をお話しさせていただきます。 

我が家の年始はいつも親族で集まるのですが、 

親戚の中で日本語ボランティアとして外国の方と交流をしている人がいます。 

その方が、日本の新年の過ごし方について色々お話ししていた中で、 

外国の方から、日本のお餅を食べる習慣について 

どうしても理解できないということだったようです。 

毎年、お餅を喉に詰まらせる事故が発生しているのに、 

なぜそれほど危険な食べ物を毎年食べ続けるのか、 

なぜ他に替わる食材に変更しないのか、 

ということが非常にモヤモヤするとのことでした。 

文化が違えば色々とモヤモヤしたり、理解が難しいこともあると思いますが、 

当たり前の習慣が見る方によっては、 

この様に捉えられているのだと知る新鮮な機会でした。 
 

生活創造空間にし ＵＲＬ：http://www.souzoukuukannishi.org 

【発行・印刷】生活 創造 空間 にし広報委員会 〒220-0055 横浜市西区浜松町 14-40 

   ☎ 045-250-6506（ガッツ・びーと西） ☎ 045-250-6470（エヌ・クラップ） 

日時 行事 場所 備考

4日(火) あらためて「意思決定支援」を考える！

１４日(金)
生活創造空間にし研修　「働く!!暮らす!!を考える」

第４回「働く!暮らす!について語ろう!!」

１５日(土) Ｔｒｉａｎｇｌｅ コンサート

２１日(金)
コンサート邂逅Vol.26

「心をいやす歌とピアノのハーモニー　橋本芳美」

開場 17:45

開演 18:00

２９日(土) にぎわい＆にしよこ寄席　其の十六

開場 12:30

終演 15:00

日時 行事 場所 備考

１４日(土)
生活創造空間にし研修　「働く!!暮らす!!を考える」

第５回 映画「道草」上映会
★上映後、「暮らし」について皆さんと考えます。

18:00～20:00

18:00～20:00

14:00～15:00

生活創造空間にし
[浜松町14-40]

入場料：500円
フリードリンク
＜問合せ＞
生活創造空間にし
📞：250-6506

　現在は、弾き語り演奏、合唱の伴奏、BGM 演奏などの活動をしている。
エドグラン、グランデュオなどの商業施設でのイベントにボーカルとして
参加や、県会議員の新春の集いゲストとして演奏。コンサート邂逅では初出演。

生活創造空間にし
5Ｆ食堂
[浜松町14-40]

＜問合せ＞
ガッツ・びーと西（渡辺）
📞：250-6506
[主催]西区みんなの相談窓口
[共催]西区地域自立支援協議会

＜講師＞高山　直樹氏（東洋大學社会学部教授）
　相談を受ける我々は、どんな風に日頃、相談をうけているだろうか。
そして相談発信する方々へどんな「意思決定」支援をしているだろうか。
あらためて、そのことを皆で考えたい。

生活創造空間にし
1Ｆエントランス
[浜松町14-40]

入場無料
＜問合せ＞
生活創造空間にし
📞：250-6506

　クラシックからポピュラー曲まで私達と楽しく素敵な時間を
ご一緒にいかがですか？

生活創造空間にし
5Ｆ食堂
[浜松町14-40]

＜問合せ＞
生活創造空間にし研修委員
（森(博)・村田・阿部）
📞：250-6506

＜講師＞西区在住・在学・在勤の障がい当事者の方々
　西区内の事業所で関わっている障がい当事者の方々に、「働くこと」
「暮らすこと」について、大いに語っていただきます。この言葉をヒントに、
これから横浜市西区で取り組むべきことについて、みんなで考えます。

入場料：500円
フリードリンク
＜問合せ＞
生活創造空間にし
📞：250-6506

　今回で１６回目となる「にぎわい＆にしよこ寄席」。
現在、噺家さんが確定しておりませんが、公演を予定しております。
続報、お待ちください☆

13:30～16:00
生活創造空間にし
5Ｆ食堂
[浜松町14-40]

＜問合せ＞
生活創造空間にし研修委員
（森(博)・村田・阿部）
📞：250-6506

＜概要＞暮らしの場所を限られてきた人たちがいる。タンポポの綿毛をとばし、
ブランコに揺られ、季節を闊歩する。介護者とのせめぎ合いはユーモラスで、時にシリ
アスだ。叫び、振り下ろされる拳に伝え難い思いがにじむ。関わることはしんどい。け
ど、関わらなくなることで私たちは縮む。だから人はまた、人に近づいていく。

生活創造空間にし
[浜松町14-40]


